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富
な
漆
の
産
地
と
い
う
恵
ま
れ

　

た
条
件
を
生
か
し
、
藩
政
時
代

か
ら
生
活
に
根
ざ
し
た
漆
器
を
作
っ
て
い

た
安
代
地
区
。
最
盛
期
に
は
約
5
0
0
人

い
た
と
い
わ
れ
る
安
代
の
塗
師
は
、
戦
後

の
生
活
様
式
の
変
化
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
な
ど
の
普
及
に
よ
り
減
少
し
て
い
き
、

漆
器
産
業
は
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
安
代
地
区
の
漆
器
産
業
を
再
興
す
る
た

め
、
昭
和
58
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
の
が

安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー（
旧
安
代

町
漆
器
セ
ン
タ
ー
）で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、２
年
間
の
基
礎
過
程
、

１
年
間
の
専
攻
課
程
を
通
し
、
自
分
で
使

う
道
具
の
作
成
か
ら
木
地
の
制
作
、塗
り
、

販
売
方
法
ま
で
幅
広
く
学
び
ま
す
。
こ
こ

で
技
術
と
知
識
を
習
得
し
た
修
了
生
は
、

各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　かつて安比川流域で栄えた漆器産業。これを復活させ漆器文化を後世に引き継ごうと昭和58年に開所し、多
くの研修生を受け入れてきた安代漆工技術研究センター。この40年で巣立った修了生は78人に上ります。
　40周年記念展として７月に行った展示販売会には、多くの人が訪れ、漆製品を買い求める姿が見られま
した。これは、これまで続けてきた取り組みと品質への信頼の証と言えるのではないでしょうか。
　本号では、安代漆工技術研究センターの概要や果たしてきた役割などについて紹介します。

安比塗、
四十年の先へ。
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セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
て
い
る
研

　

修
生
は
現
在
６
人
。県
内
外
か
ら

多
種
多
様
な
経
歴
を
持
っ
た
人
が
集
ま
る

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ど
ん
な
塗
り
の
漆
器
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
安
比
塗
に
限
定
せ

ず
さ
ま
ざ
ま
な
漆
の
技
法
を
学
び
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
て
間
も
な
い
頃

は
、
そ
れ
ま
で
漆
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い

研
修
生
が
大
半
で
し
た
が
、
最
近
は
大
学

な
ど
で
漆
を
学
ん
だ
経
験
の
あ
る
人
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
セ
ン
タ
ー
は

実
践
に
基
づ
い
た
深
い
知
識
や
技
術
に
加

え
、
将
来
的
に
職
業
と
し
て
成
り
立
つ
よ

う
、
商
品
と
し
て
の
漆
器
作
り
に
重
点
を

置
い
て
指
導
す
る
貴
重
な
研
修
機
関
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
研
修
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

詳細はこちら﻿

修
了
生

研
修
生
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

修了生が活動している都道府県

その他の国
ドイツ
オランダ
フランス
台湾

　 ＿センターでの研修の一
環として精製したさまざまな
色の漆　　＿製作途中のさま
ざまな作品を漆風呂といわれ
る専用の棚で乾燥させる　　
　 ＿器の凹凸を補修する作
業。器ができるまでの29の工
程を学ぶ　　＿塗りの際のヘ
ラの持ち方、角度など細かく
指導を受ける研修生  　＿毎
年年度末に行う修了生による
修了作品展　　＿７月に開か
れたセンター修了生による作
品展示販売会「うるしと私」
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センターで40年間指導をしてきま
したが、ようやく安比塗が産業、特産
品と呼ばれるようになってきました。
　大事なのは、継続していくことだと
思います。また、若い人が定着する土
台作りにも力を入れたいと考えてい
ます。生産と販売を担う安比塗漆器工
房がその第一歩で、今後も活動を広
げ、安代地区に定着する人が増えてい
けば良いと思います。冨士原 文

ふみたか

隆
主任技師

センターにはいろ
いろな価値観や考え
を持った研修生が集
まるので、互いに刺
激を受けながら充実
した２年間を過ごし
ました。
　今は、自分の作品をきっかけに、漆を全く
知らない人にも興味を持ってもらえるような
作品作りを目指しています。

平成27年度修了生
斎藤 奈

な つ み

津美さん

基礎課程の研修生のみなさんと、指導する冨士原主任技師（右から２人目）、八幡理
り え こ

恵子技師（右端）

　以前に仕事で漆器
工 房 に 訪 れ た 事 が
きっかけで、漆に興
味を持ちました。
　研修を受けている
と次々知りたいこと
が増えていき、２年間はあっという間でし
た。専攻課程が修了するまであと半年。その
後については検討中ですが、何らかの形で漆
に関わっていきたいです。

専攻課程
齊藤 志

し ほ

保さん
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